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 提案理由  

  申請書添付書類省略に伴う所要の改正を行うため   



大野市教育委員会規則第   号  

 

   大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則の一部を改正する規則  

 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則（平成２６年教委規則第５号）の一部を

次のように改正する。  

 

 第２条第２号を削り、同条第３号中「前２号」を「前号」に改め、同号を同条第

２号とする。  

 第１０条第４項中「に住民票の写しその他必要書類を添えて」を「を」に改め、

同条第５項中「に戸籍謄本その他必要書類を添えて」を「を」に改める。  

 様式第１３号及び様式第１４号を別紙のように改める。  

   附  則  

 この規則は、令和３年１２月１日から施行する。  

  



様式第１３号（第１０条関係）  

 
帰郷等による返済額減額申請書  

 
年   月   日  

 
大野市長  様  

 
奨学生番号  第     号      

 
住  所               

申請者                    
氏  名               

 
 
 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第４号の規定により結の故郷奨学金の返
済額の減額を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１０条第４
項の規定に基づき申請します。  
 なお、この申請内容を審査し、返済に係る減免措置の要件の有無を確認するため
に必要な範囲内において、大野市長が公簿により申請者の住民登録に係る情報を得
ることに同意します。  
 

大野市在住に  
係る申告事項  

□  在学時より引き続き大野市内に在住している  

□  貸与期間終了後、  

年   月   日から大野市内に在住している  

勤務先の名称    

勤務先の所在地    

勤務先の電話  
番号  

  

 
備考  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 



様式第１４号（第１０条関係）  

 
婚姻による返済免除申請書  

 
年   月   日  

 
大野市長  様  

 
奨学生番号  第     号      

 
住  所               

申請者                    
氏  名               

 
 
 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第５号の規定により結の故郷奨学金の返
済の免除を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１０条第５項
の規定に基づき申請します。  
 なお、この申請内容を審査し、返済に係る減免措置の要件の有無を確認するため
に必要な範囲内において、大野市長が公簿により申請者及び配偶者の住民登録に係
る情報を得ることに同意します。  
 

婚姻した日        年    月    日  

申請者本人の  
大野市在住に  
係る申告事項  

□  在学時より引き続き大野市内に在住している  

□  貸与期間終了後、  

年   月   日から大野市内に在住している  

配偶者の  
大野市在住に  
係る申告事項  

□  ５年以上前から大野市内に在住している  

□      年   月   日から大野市内に在住している  

 
備考  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 



○大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則  

平成２６年１０月２３日  

教委規則第５号  

改正  平成２８年１２月２２日教委規則第４号  

令和３年３月３１日教委規則第２１号  

令和３年  月   日教委規則第   号  

 

（趣旨）  

第１条  この規則は、大野市結の故郷奨学金貸与条例（平成２６年条例第２４号。

以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。  

（貸与の申請）  

第２条  結の故郷奨学金（以下「奨学金」という。）の貸与を受けようとする者は、

毎年市長が定める期間内に、結の故郷奨学金貸与申請書（様式第１号）に次に掲

げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。  

(1) 在学証明書  

(2) 保護者の世帯に係る住民票の写し  

(3)(2) 前２号前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類  

（連帯保証人）  

第３条  条例第６条第２項に規定する連帯保証人は２人とし、そのうち少なくとも

１人は奨学金の貸与を受けようとする者の保護者以外の独立の生計を営む者でな

ければならない。  

２  連帯保証人の死亡等やむを得ない事情により連帯保証人を変更しようとすると

きは、連帯保証人変更承認申請書（様式第２号）に必要書類を添えて、市長に提

出しなければならない。  

（貸与対象者選考審査会）  

第４条  奨学金の貸与の可否の決定その他必要事項を審議するため、貸与対象者選

考審査会（以下「審査会」という。）を置く。  

２  審査会は委員７人以内をもって組織する。  

３  委員は、次に掲げる者の中から、教育委員会が委嘱又は任命する。  

(1) 教育長  

(2) 行政経営部長  



(3) 教育委員会事務局長  

(4) 教育総務課長  

(5) 学校教育審議監  

(6) その他教育委員会が必要と認める者  

４  委員の任期は、２年とし、委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。ただし、再任を妨げない。  

５  審査会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。  

６  会長は、審査会を代表し、会務を総理する。  

７  会長に事故あるときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

８  審査会は会長が招集し、会議の議長となる。  

９  審査会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。  

（貸与の決定等）  

第５条  市長は、前条の規定により奨学金の貸与の可否を決定したときは、その結

果を申請者に対し奨学金貸与選考結果通知書（様式第３号）により通知するもの

とする。  

２  前項の通知により貸与の決定を受けた者は、市長が定める日までに、誓約書（様

式第４号）及び奨学金振込口座届（様式第５号）に必要書類を添えて、市長に提

出しなければならない。  

（奨学金の貸与方法）  

第６条  条例第８条に規定する奨学金の貸与方法については、次の各号に掲げる奨

学金を当該各号に掲げる月に振り込むものとする。  

(1) ４月から９月までに係る奨学金  ５月（貸与期間の最初の年においては７月） 

(2) １０月から翌年３月までに係る奨学金  １１月  

（奨学金の額等の変更）  

第７条  奨学生は、在学校若しくは学部等の異動又は通学形態の変更等の理由によ

り、条例第４条に規定する奨学金の額等を変更して貸与を受けようとするときは、

貸与額等変更承認申請書（様式第６号）に必要書類を添えて、市長に提出しなけ

ればならない。  

２  市長は、前項の申請により、奨学金の額等を変更したときは、その旨を奨学生

に対し奨学金額等変更決定通知書（様式第７号）により通知するものとする。  

３  前２項に規定する奨学金の額等の変更は、申請のあった月又は根拠となる事実



のあった月の翌月から適用する。この場合において、前条の規定により当該変更

のあった月の奨学金がすでに振り込まれているときは、次の回に振り込む金額を

増額又は減額して調整するものとする。  

（辞退届）  

第８条  奨学生は、奨学金の貸与を辞退しようとするときは、辞退届（様式第８号）

を市長に提出しなければならない。  

（奨学金の停止又は休止等）  

第９条  市長は、条例第９条第１項及び第２項の規定により奨学金の貸与を停止し、

又は休止したときは、奨学金貸与停止（休止）決定通知書（様式第９号）により

奨学生に通知するものとする。  

２  市長は、条例第９条第３項に規定する奨学金の貸与の再開は、申請のあった月

又は根拠となる事実のあった月の翌月から行うものとし、奨学金貸与再開通知書

（様式第１０号）により奨学生に通知するものとする。  

（奨学金の返済等）  

第１０条  奨学金の返済額は、別表を基準として市長が定め、奨学金返済額等通知

書（様式第１１号）により返済義務者に通知するものとする。  

２  条例第１０条第１号に規定する延滞金の徴収については、大野市諸収入金に対

する督促及び滞納処分に関する条例（昭和４１年条例第５９号）の規定を適用す

る。  

３  条例第１０条第３号に規定する返済の猶予を受けようとする者は、在学による

返済猶予申請書（様式第１２号）に在学証明書その他必要書類を添えて市長に提

出しなければならない。  

４  条例第１０条第４号に規定する返済額の減額を受けようとする者は、帰郷等に

よる返済額減額申請書（様式第１３号）に住民票の写しその他必要書類を添えて

を市長に提出しなければならない。  

５  条例第１０条第５号に規定する返済の免除を受けようとする者は、婚姻による

返済免除申請書（様式第１４号）に戸籍謄本その他必要書類を添えてを市長に提

出しなければならない。  

６  条例第１０条第４号及び第５号に規定する減額又は免除の措置を受けている者

又はその配偶者が、市内に生活の本拠を持ちながらも、単身赴任等の事情により

市外に居住する場合は、当該各号に定める要件を満たすものとみなし、当該措置



を取り消さないものとする。  

７  市長は、第３項から第５項までに規定する申請があったときは、その適否を決

定し、返済の猶予（減額・免除）決定通知書（様式第１５号）により申請者に通

知するものとする。  

（特別の理由による減免措置等）  

第１１条  条例第１１条に規定する特別の理由による奨学金の返済の減免措置等を

受けようとする者は、特別の理由による減免措置等申請書（様式第１６号）に当

該減免措置等を受けようとする根拠となる事実が生じたことを証明する書類を添

えて市長に提出しなければならない。  

２  条例第１１条に規定する減免措置等は、返済義務者がいずれも返済能力が十分

でないと認められる場合に限り、これを行うことができるものとする。  

３  条例第１１条第２号の規定により返済額を減額し、又は返済を猶予する場合の

基準は次のとおりとする。  

(1) 奨学生又は奨学生であった者が労働能力を喪失し、又は労働能力に高度の制

限を有する場合であって、かつ症状が固定し又は回復の可能性が見込めない場

合は、返済額を２分の１に減額する。  

(2) 奨学生又は奨学生であった者が労働能力に高度の制限を有する場合であって、

かつ回復の可能性が見込める場合は、３年を限度として当該制限を有する期間

の返済を猶予する。  

４  市長は、第１項に規定する申請があったときは、その適否を決定し、特別の理

由による減免措置等決定通知書（様式第１７号）により申請者に通知するものと

する。  

（異動届）  

第１２条  奨学生又は返済義務者は、次の各号に掲げる事実が生じた場合は、条例

第１２条の規定に基づき、異動届（様式第１８号）に当該事実を証明する書類を

添えて市長に提出しなければならない。ただし、奨学生が第７条に規定する貸与

額等変更承認申請書を提出した場合において、その内容が重複するときは、異動

届の提出を省略することができる。  

(1) 奨学生又は返済義務者の氏名又は住所の変更があったとき。  

(2) 奨学生の学籍の異動等があったとき。  

(3) 条例第９条第１項第２号に該当する事実が生じたとき。  



(4) 条例第１０条第３号から第５号までに規定する猶予、減額又は免除の措置を

受けている場合において、当該各号に定める要件を欠くことに至ったとき。  

(5) 条例第１１条第２号に規定する減額又は猶予の措置を受けている場合におい

て、同号に定める要件を欠くことに至ったとき。  

（現況届）  

第１３条  奨学生であった者は、条例第１０条第３号から第５号までに規定する猶

予、減額又は免除の措置を受けている場合は、毎年４月１日から同月１５日まで

の間に、その年の４月１日における状況を記載した現況届（様式第１９号）を市

長に提出しなければならない。  

（補則）  

第１４条  この規則に定めるもののほか、奨学金に関し必要な事項は、教育委員会

が別に定める。  

附  則  

この規則は、公布の日から施行する。  

附  則（平成２８年教委規則第４号）  

この規則は、公布の日から施行する。  

附  則（令和３年教委規則第２１号）  

この規則は、令和３年４月１日から施行する。  

別表（第１０条関係）  

奨学金の１回当り返済基準額（年４回返済・返済期間１０年）  

区分  貸与期間  

２年間  ４年間  ６年間  

自宅通学  ６，０００円  １２，０００円  １８，０００円  

自宅通学以外  １２，０００円  ２４，０００円  ３６，０００円  



様式第１号（第２条関係）  

（表）  

結の故郷奨学金貸与申請書  

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

申請者            

 

結の故郷奨学金の貸与を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則
第２条の規定に基づき申請します。  

なお、この申請内容を審査し、又は貸与開始後に貸与資格及び返済に係る減免措
置等の要件の有無を確認するために必要な範囲において、貸与対象者選考審査会が、
私及び保護者の世帯の戸籍、住民登録及び市税に係る情報を得ることに同意します。 

  

（１）奨学金の貸与を受けようとする者（申請者本人）  

ふりがな  

氏   名  
 

生年月日    年  月  日生  

年   齢  満    歳  

住   所  

〒    -  

電話番号  （自宅）           （携帯）            

在学状況  

□  大学  □  短期大学  □  高等専門学校  □  専修学校  

大 学 等 の 名 称 ：  

学 部 ・ 学 科 等 ：  

現 在 の 学 年：   

正規の修学期間 ：       年   月まで  

通学形態  
□  自宅通学（奨学金額：月額１０，０００円）  

□  自宅通学以外（奨学金額：月額２０，０００円）  

 

（２）家族構成（申請者本人を除く）  

氏  名  続柄  年齢  同居又は別居 勤務先・学校等  備考  

  歳  □同・□別    

  歳  □同・□別    

  歳  □同・□別    

  歳  □同・□別    

  歳  □同・□別    

  歳  □同・□別    



（裏）  

 

（３）連帯保証人  

１ 

氏   名    

生年月日    年  月  日生  

本人との続柄  

住   所  

〒    -  

自宅電話番号 

 

勤  務  先  

 

勤務先電話番号 

 

２ 

氏   名    

生年月日    年  月  日生  

本人との続柄  

住   所  

〒    -  

自宅電話番号 

 

勤  務  先  

 

勤務先電話番号 

 

 

（４）保護者等の同意（申請者が未成年である場合）  

保護者等  

の同意欄  

私は申請者が結の故郷奨学金の貸与を申請することに同意し
ます。  

 

     年   月   日  

 

（住所）  

 

（氏名）  

 

（申請者との続柄）  

 

備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  連帯保証人のうち１人は、保護者以外の生計を別にする方としてください。 

 

 



様式第２号（第３条関係）  

 

連帯保証人変更承認申請書  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

奨学生                    

氏  名             ㊞   

 

 

 

結の故郷奨学金の貸与を受けるにあたり、連帯保証人を変更したいので、大野市
結の故郷奨学金貸与条例施行規則第３条第２項の規定に基づき申請します。  

 

変
更
前 

氏   名   

生年月日    年  月  日生  

本人との続柄  

住   所  

〒    -  

自宅電話番号 

 

勤  務  先  

 

勤務先電話番号 

 

変
更
後 

氏   名  ㊞   

生年月日    年  月  日生  

本人との続柄  

住   所  

〒    -  

自宅電話番号 

 

勤  務  先  

 

勤務先電話番号 

 

変
更
理
由 

 

 

備考  

 １  変更後の連帯保証人の氏名は、自署してください。  

 ２  変更後の連帯保証人の印に係る印鑑登録証明書を添付してください。  

 ３  連帯保証人のうち１人は、保護者以外の生計を別にする方としてください。 



様式第３号（第５条関係）  

 

奨学金貸与選考結果通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

 

 貴殿より申請のありました結の故郷奨学金の貸与については、貸与対象者選考審
査会における選考の結果、下記のとおり決定しましたので通知します。  

 

選 考 結 果  採用   ・   不採用  

奨学生番号  第      号  

貸 与 期 間      年   月から     年    月まで  

貸 与 金 額  月額        円  

 

 備考  貸与を受けることとなった方は、今後の照会や手続きの際に奨学生番号が
必要となりますので、この通知書を大切に保管してください。  

 

 



様式第４号（第５条関係）  

 

誓  約  書  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

 

住  所               

奨  学  生                    

氏  名             ㊞   

 

 

住  所               

連帯保証人                    

（保護者等）  氏  名             ㊞   

 

 

住  所               

連帯保証人                    

氏  名             ㊞   

 

 

私（奨学生）は、結の故郷奨学金の貸与を受けるにあたり、以下のことを誓約し

ます。  

 

 

１  大野市結の故郷奨学金貸与条例及び同条例施行規則の規定を遵守し、必要な手

続きについては滞りなく行います。  

 

２  意欲的に勉学に励み、学生としての本分を全うします。  

 

３  規律と秩序を重んじ、健康に留意して、乱れのない生活を送ります。  

 

４  奨学金の返済については、誠実にその義務を履行します。  

 

 

また、連帯保証人は、その責任等に関し十分に理解しました。  

 

 

奨 学 生 番 号 第      号  

奨 学 金 の 額 月額         円  

貸 与 期 間     年   月から     年   月まで  

 

備考  

 １  奨学生及び連帯保証人の氏名は、自署してください。  

 ２  連帯保証人の印に係る印鑑登録証明書を添付してください。  



様式第５号（第５条関係）  

 

奨学金振込口座届  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

奨学生                    

氏  名               

 

 

 

結の故郷奨学金の振り込みにあたっては下記の口座にお願いしたいので、大野市

結の故郷奨学金貸与条例施行規則第５条第２項の規定により届けます。  

 

金融機関名   

支 店 等 名   

口 座 種 別   

口 座 番 号   

ふ り が な  

口座名義人  
 

  

 

 



様式第６号（第７条関係）  

 

貸与額等変更承認申請書  
 

年   月   日  
 

大野市長  様  

奨学生番号  第     号      
 

住  所               

奨  学  生                    

氏  名             ㊞   
 
 

住  所               

連帯保証人                    

（保護者等）  氏  名             ㊞   
 
 

住  所               

連帯保証人                    

氏  名             ㊞   
 
 

結の故郷奨学金の額等を変更して貸与を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸

与条例施行規則第７条第１項の規定に基づき申請します。  

 

奨学金の額  
（変更前）   月額         円  

（変更後）   月額         円  

貸 与 期 間  
（変更前）      年   月から     年   月まで  

（変更後）      年   月から     年   月まで  

変更年月日  年    月    日  

変 更 理 由   

 

保護者等  

の同意欄  

私は奨学生が上記の申請をすることに同意します。  

 

     年   月   日  

 

（住所）  

 

（氏名）              ㊞  

 

（奨学生との続柄）  

備考  

 １  奨学生が未成年である場合は、保護者等の同意が必要です。  

 ２  奨学生、連帯保証人及び保護者等の氏名は、自署してください。  



様式第７号（第７条関係）  

 

奨学金等変更決定通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

 

    年   月   日付けで申請のありました結の故郷奨学金の貸与額等の変更
について、下記のとおり決定しましたので通知します。  

 

決 定 事 項  奨学金の額（貸与期間）の変更  

具体的内容   

 

 

 

 



様式第８号（第８条関係）  

辞  退  届  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

奨学生                    

氏  名             ㊞   

 

 

 

 結の故郷奨学金の貸与を辞退したいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規
則第８条の規定により届けます。  

 

連帯保証人  

（住所）  

 

（氏名）                ㊞   

連帯保証人  

（住所）  

 

（氏名）                ㊞   

 

 

保護者等  

の同意欄  

私は奨学生が結の故郷奨学金の貸与を辞退することに同意し
ます。  

 

     年   月   日  

 

（住所）  

 

（氏名）              ㊞  

 

（奨学生との続柄）  

 

備考  

 １  奨学生が未成年である場合は、保護者等の同意が必要です。  

 ２  奨学生、連帯保証人及び保護者等の氏名は、自署してください。  

 

 

 

 



様式第９号（第９条関係）  

 

奨学金貸与停止（休止）決定通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

 

 結の故郷奨学金の貸与について、下記のとおり決定しましたので通知します。  

 

決 定 事 項  貸与の停止（休止）  

措 置 期 間      年   月から（     年   月まで）  

措置の理由   

 

 

 

 



様式第１０号（第９条関係）  

 

奨学金貸与再開通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

 

 結の故郷奨学金の貸与について、下記のとおり再開しますので通知します。  

 

再開する月      年   月  

 

 

 

 



様式第１１号（第１０条関係）  

 

奨学金返済額等通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

 

 貸与した結の故郷奨学金について、下記のとおり返済額等を定めましたので通知
します。  

 

貸 与 総 額               円  

返 済 額  

 

             円  

 

（返済期間中、３ヶ月ごとに上記金額を支払）  

返 済 期 間      年   月から     年   月まで  

備   考   

 

 

 

 



様式第１２号（第１０条関係）  

 

在学による返済猶予申請書  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

奨学生                    

氏  名               

 

 

 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第３号の規定により結の故郷奨学金の返
済の猶予を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１０条第３項
の規定に基づき申請します。  

 

在学状況  

□  大学   □  大学院   □  短期大学  

□  高等専門学校   □  専修学校  

大 学 等 の 名 称 ：  

学 部 ・ 学 科 等 ：  

現 在 の 学 年：   

正規の修学期間 ：       年   月まで  

猶予を受けよう
とする期間  

     年    月まで  

 

備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  在学証明書を添付してください。  

 

 



様式第１３号（第１０条関係）  

 

帰郷等による返済額減額申請書  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

申請者                    

氏  名               

 

 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第４号の規定により結の故郷奨学金の返
済額の減額を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１０条第４
項の規定に基づき申請します。  

 なお、この申請内容を審査し、返済に係る減免措置の要件の有無を確認するため
に必要な範囲内において、大野市長が公簿により申請者の住民登録に係る情報を得
ることに同意します。  

 

大野市在住に  
係る申告事項  

□  在学時より引き続き大野市内に在住している  

□  貸与期間終了後、  

年   月   日から大野市内に在住している  

勤務先の名称    

勤務先の所在地    

勤務先の電話  

番号  
  

 
備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  住民票の写しを添付してください。  

 



様式第１４号（第１０条関係）  

 

婚姻による返済免除申請書  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

申請者                    

氏  名               

 

 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第５号の規定により結の故郷奨学金の返
済の免除を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１０条第５項
の規定に基づき申請します。  

 なお、この申請内容を審査し、返済に係る減免措置の要件の有無を確認するため
に必要な範囲内において、大野市長が公簿により申請者及び配偶者の住民登録に係
る情報を得ることに同意します。  

 

婚姻した日        年    月    日  

申請者本人の  
大野市在住に  

係る申告事項  

□  在学時より引き続き大野市内に在住している  

□  貸与期間終了後、  

年   月   日から大野市内に在住している  

配偶者の  
大野市在住に  

係る申告事項  

□  ５年以上前から大野市内に在住している  

□      年   月   日から大野市内に在住している  

 
備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  申請者及び配偶者の住民票の写しを添付してください。  



様式第１５号（第１０条関係）  

 

返済の猶予（減額・免除）決定通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

    年   月   日付けで申請のあった結の故郷奨学金の返済の猶予（減額・
免除）について、下記のとおり決定しましたので通知します。  

 

決 定 事 項  奨学金の返済の猶予（減額・免除）  

具体的内容   

 

 

 



様式第１６号（第１１条関係）  

 

特別の理由による減免措置等申請書  
 

年   月   日  

 

大野市長  様  
 

奨学生番号  第     号      
 

住  所               

申請者                    

氏  名               

  

（奨学生との関係：     ）   
 
 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１１条の規定により結の故郷奨学金の減免措置
等を受けたいので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則第１１条の規定に基づ
き申請します。  
 

申請内容  

□  免除  

□  返済額の減額（２分の１）  

□  返済の猶予（     年   月まで）※３年を限度とする  

申請事由  

 奨学生又は奨学生であった者が、  

□  死亡したため  

□  労働能力を喪失し、又は労働能力に高度の制限を有するこ

ととなったため（具体的内容を記入すること）  

 

 

 

 

 

 

上記の事実  

が生じた日  
     年   月   日  

 

備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  上記の事実が生じたことを証明する書類を添付してください。  



様式第１７号（第１１条関係）  

 

特別の理由による減免措置等決定通知書  

 

年   月   日  

 

 様  

 

 

大野市長   

 

 

    年   月   日付けで申請のあった結の故郷奨学金の返済の猶予（減額・
免除）について、下記のとおり決定しましたので通知します。  

 

決 定 事 項  奨学金の返済の猶予（減額・免除）  

具体的内容   

 

 

 



様式第１８号（第１２条関係）  

 

異  動  届  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

申請者                    

氏  名               

  

（奨学生との関係：     ）   

 

 

 申請事項等に変更又は異動がありましたので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施
行規則第１２条の規定により、次のとおり届けます。  

 

届出事項  

□  氏名又は住所の変更  

□  学籍の異動等  

□  その他  

具体的内容   

上記の事実  

が生じた日  

（又は予定日）  
     年   月   日  

 

備考  

 １  該当する□の中にレ印を記入してください。  

 ２  上記の事実が生じたことを証明する書類を添付してください。  



様式第１９号（第１３条関係）  

 

現  況  届  

 

年   月   日  

 

大野市長  様  

 

奨学生番号  第     号      

 

住  所               

申請者                    

氏  名               

 

 

 大野市結の故郷奨学金貸与条例第１０条第３号から第５号までに規定する猶予、
減額又は免除の措置を受けていますので、大野市結の故郷奨学金貸与条例施行規則
第１３条の規定により、４月１日の状況を次のとおり届けます。  

 

受けている措置  

□  返済の猶予（条例第１０条第３号）  

大学又は大学院に在学している  

□  返済額を２分の１に減額（条例第１０条第４号）  

市に住民登録を有し、居住している  

□  返済を免除（条例第１０条第５号）  

配偶者とともに市に住民登録を有し、居住している  

 

備考  該当する□の中にㇾ 印を記入してください。  

 

 



様式第１号（第２条関係）  

様式第２号（第３条関係）  

様式第３号（第５条関係）  

様式第４号（第５条関係）  

様式第５号（第５条関係）  

様式第６号（第７条関係）  

様式第７号（第７条関係）  

様式第８号（第８条関係）  

様式第９号（第９条関係）  

様式第１０号（第９条関係）  

様式第１１号（第１０条関係）  

様式第１２号（第１０条関係）  

様式第１３号（第１０条関係）  

様式第１４号（第１０条関係）  

様式第１５号（第１０条関係）  

様式第１６号（第１１条関係）  

様式第１７号（第１１条関係）  

様式第１８号（第１２条関係）  

様式第１９号（第１３条関係）  

 


